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（仮称）旧公立藤岡総合病院跡地複合施設基本設計（案） 

に対するパブリックコメントの実施結果 

 

 

１．募集期間 

  令和４年２月１日（火）から令和４年３月１４日（月）まで 

 

２．募集方法 

  郵便、ファクシミリ、電子メール、直接持参 

 

３．募集結果 

提出者数：５者  提出方法：電子メール４者、直接持参１者 

 

４．意見の内訳 

項  目 件 数 

１．施設計画の基本的な考え方 ２件 

２．広域配置計画・設計のポイント ０件 

３．配置計画 ０件 

４．平面計画 ２件 

５．その他 ８件 
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５．意見等及び市の考え方 

Ｎｏ.１ 意見の該当箇所：５．その他 

意見等 

 

「災害時においても安心を提供することができる施設」について

の意見 

本市の避難所は災害弱者、特に乳幼児を連れた家族に対して特

化した施設がないことがあげられる。一般の避難者達と同じ空間

では肩身が狭く、授乳や夜泣き等々で何かと気を使う場面が多

く、一般の避難者とは空間を分けることが必須と考える。この複

合施設は乳幼児家族専用の避難所の開設を前提とし設計するこ

とが望ましい。 

そこで、第一に災害時直ぐに仕切れる空間を作れるよう、ポー

ルホールを床に施工しレイアウト設計しておけば、いざと言う時

はそこにポールを差し込み、シート等で仕切りをすることにより

個々のプライベート空間が容易に出来上がる設計を提案する。 

第二に、衛生面からで、災害時はお湯の調達も一苦労であると

考える。そこで、ＬＰガスを燃料とした「自家発電設備」の設置

を提案する。燃料が軽油や重油だと平時の燃料管理(劣化対策)

も大変であり、非常時も燃料調達も懸念される。ＬＰガスであれ

ば、予め市内のガス業者と提携しておき、非常時は優先的に融通

してもらう仕組みを構築する。 

その発電設備の電力を使い「給湯設備(ＬＰ型)」を併設するこ

とにより、赤ちゃんの清拭や粉ミルク、離乳食の調理にも役立つ

ものと考える。 

ぜひこの2点を検討いただきたい。 

災害時には必ず役に立つものであり、子育て世代に優しい町と

して転入者を呼び込み本市の強みとなれば幸いである。 

 

市の考え方  本複合施設については、災害時の役割として福祉避難所の指定

を検討しており、一般的な避難所での生活に支障のある要配慮者

（高齢者、障害者、乳幼児、その他の特に配慮を要する者、及び

その家族）の受け入れを想定しております。 

 施設内には、防災備蓄倉庫や空間を区切ることのできる可動壁

の整備を予定しており、避難所開設時には可動壁やプライバシー

テントなどの設営により、プライベート空間やプライバシーの確

保に努めたいと考えております。 

 また、防災備蓄倉庫には、プライバシーテントや発電機などの

防災備品の他、粉ミルクやアレルギー対応食品を含む飲食料品を
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備蓄し、災害時に要配慮者が安心して過ごすことのできる備えを

したいと考えております。 

なお、自家発電設備については、施設内に設置することを予定

しておりますが、規模や燃料などの仕様については、いただいた

ご意見を参考にするとともに、様々な事態を想定し、今後の設計

業務の中で検討していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

Ｎｏ.２ 意見の該当箇所：１．施設計画の基本的な考え方、５．その他 

意見等 

 

 

 

 

今計画されている複合施設に対する意見です。 

全体として「レジリエンス」の考え方を取り入れて作ってほしい。 

特に「環境は人を作る」ということを基本コンセプトにしてほし

い。 

そのために、床・柱・壁・天井などの色の組み合わせに留意して

ほしい。 

特に藤岡が古墳の町であることを踏まえて「土色」をうまく生か

して欲しい。 

参考として「JR 岐阜駅北口」「旭市新庁舎」をぜひ見学してほし

い。 

市の考え方  レジリエンスの考え方に関する本複合施設における災害時の

対応については、要配慮者を受入対象とする福祉避難所への指定

を検討しており、防災備蓄倉庫や自家発電設備などの設置を予定

しております。 

 また、環境への配慮については、冬季の北風や周辺環境に配慮

した屋根形状、居住域空調や湿度コントロールによる快適な空間

の形成、地場産材の活用などを検討しております。 

なお、施設内の配色については、いただいたご意見や他自治体

の施設を参考に、今後の設計業務の中で検討していきたいと思い

ます。 
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Ｎｏ.３ 意見の該当箇所：５．その他 

意見等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設計方針の中に「⑧あらゆる交通手段に配慮した導線計画」と

あるように、確かに施設内の駐車場、バス停等の整備に関しては

十分に配慮されていると思います。しかし、施設前を通る藤岡本

庄線には片側に細い歩道があるのみ、加えて市内を走るバスも本

数が多くはなく、正直自動車以外で出向くのは難しいと感じまし

た。最近は高齢の方の自動車免許返納が促進されていることを考

えても、施設内の整備だけでは誰もが訪れやすいという基本方針

を目指すことはあまり現実的でないように感じます。せっかくこ

のような複合施設が建設されるのであれば、そこへ出向くために

歩道や公共交通機関の整備も視野に入れるべきなのではと思い

ました。 

 

・カフェスペースの設置とありますが、藤岡市内にカフェがない

現状から、こちらの施設内にカフェを入れていただけるとより幅

広い年齢層の人が出向くのではと思いました。どの程度のスペー

スや規模なのか存じ上げないのですが、広場を見渡せる造りを生

かして施設内でゆっくりくつろげる場所としてカフェを設置し

ていただければ嬉しいです。 

 

市の考え方 本複合施設を訪れる人の様々な交通手段に対応するため、思い

やり駐車場や駐輪場、バスや送迎者用ロータリーを備えるととも

に、その配置についても、安全性や快適性に配慮した計画となっ

ております。 

また、自動車で訪れる人が多くいることが想定されることか

ら、各方面からのアクセスに対応した道路整備計画や歩行者の安

全性に配慮した歩道整備計画を検討しております。 

 なお、県道藤岡本庄線の歩道整備や公共交通機関の拡充につい

ては、より多くの路線が乗り入れるなど、利用者の利便性の向上

に努めるとともに、群馬県などの関係機関と協議検討を進めたい

と考えております。 

 

 カフェの導入については、いただいたご意見を参考に、引き続

き検討していきたいと思います。 
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Ｎｏ.４ 意見の該当箇所：１．施設計画の基本的な考え方、４．平面計画、

５．その他 

意見等 

 

 

１．基本コンセプトについて 

 基本コンセプトには、とても共感できます。もし、「はぐくむ

と かなでるが まじわる」を、今後もスローガンのように使用す

るのであれば、「はぐくみ かなで まじわる」のほうがより響

きがよくなると考えます。 

 

２．平面計画について 

（１）音のコントロールを「色とサイン」で識別できるように 

 複合施設の問題点となる可能性のある「音」を、色とサイン（表

示）でわかりやすく示すとよいと考えます。例えば、プレイルー

ムはオレンジ、児童書コーナーは黄色、一般開架は黄緑～緑のグ

ラデーションにして、一番奥の静寂スペースは深緑やこげ茶色な

ど。壁や書架に色を使用したり、その色を背景に花や樹木（若木

～針葉樹）をデザインした表示を付けたりします。 

 よく、小学校１年生の教室に、「声の大きさものさし」が掲示

してあります。そのようなイメージで、利用者にわかりやすく色

とデザインで示してはどうでしょうか。 

 

（２）図書館内の「静寂室」スペースの拡大を 

 静かに読書をしたり、学生が勉強したりできるスペースを広げ

てほしいと思います。一般開架スペースの奥にも、壁や窓に面し

た机と椅子を用意してもらいたいです。図書館で勉強し、夢を実

現しようとする子どもたちをぜひ応援してください。 

 

（３）健診ルームを畳敷きに 

 広い健診ルームを、柔道場のような畳敷きにしてほしいです。

そうすれば、平日は健診に使用し、休日は「上毛かるた」や「百

人一首 競技かるた」の試合会場として開放することができま

す。市民ホールで小学生の上毛かるた大会が開かれていました

が、床が堅く、冷たくて大変でした。検診車が止まる西側の壁面

をガラス張りにして、外から観戦できるようにすると、なおよい

と思います。 

 

（４）ランドマークとなる建造物を 

 基本設計案では、周囲の環境に優しくなじむことを目指した施
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設になっているようです。そこへ、さらに、施設の顔、ランドマ

ークとなるような建造物があるといいな、と思います。ひろばの

中心にタワーのようなものをつくるとか。  

 

（５）今後も、ワークショップ、出前授業など市民参加の機会確

保を 

 今回、「設計ワークショップ」に参加させていただきました。

幅広い世代や立場の人たちが集まり、ともに「よりよい施設をつ

くりたい」という思いで意見交換ができたのは、素晴らしかった

と思います。今後も、ぜひこのような機会を設けていただきたい

と思います。 

 藤岡市の学校は「コミュニティ・スクール」として、地域との

結びつきを大切にしています。複合施設建設について小中学生が

考える場をつくる「出前授業」などの取組もぜひ実現していただ

きたいです。 

 

市の考え方 【１．基本コンセプトについて】 

本複合施設は、市民の絆や感性、教養、健康などの育みをサポ

ートし、各々が成長・発展することで、個性を生かした豊かな人

生や未来を奏でるといった更なる高みのステージへと昇華させ

ることを目指しています。そして、そのステージにおいて活動す

る人々が輝きを放つことで、周囲の人々の「新たな一歩」を突き

動かすといった、活動の交わりと人の繋がりの連鎖が生まれ続け

ていくことを期待しています。 

このような思いから基本コンセプトを設定しているため、変更

することは考えておりませんが、いただいたご意見を参考に、使

用方法や表現方法などを検討していきたいと思います。 

 

【２．平面計画について】 

（１）いただいたご意見を参考に、今後の設計業務の中で検討し

ていきたいと思います。 

 

（２）いただいたご意見を参考に、今後の設計業務の中で検討し

ていきたいと思います。 

 

（３）健診ルームについては、健診事業の運用上、土足による

実施が望ましく、また、衛生管理上の問題からも畳敷きにする
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ことは考えておりません。 

 なお、今後の大会運用などについては、いただいたご意見を

参考にさせていただきます。 

 

（４）いただいたご意見を参考に、今後の設計業務の中で検討し

ていきたいと思います。 

 

（５）いただいたご意見を参考に、今後の設計業務や建設工事着

手後、施設の供用開始後も含めて市民の参画や本事業への関わり

について、検討していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

Ｎｏ.５ 意見の該当箇所：５．その他 

意見等 

 

※団体から提出された意見のため、要約して掲載しております。 

 

【建物に関すること】 

・今の図書館よりもっと広くしてほしい。 

・各部屋を広くしてほしい。 

・図書館のカウンター（本を借りる場所）を増やしてほしい。 

・今の図書館の児童書コーナーが、小さい子専用のような感じが

あるので、そこをもっとシンプルな感じに変えてほしい。 

・図書館には、本を知ってもらえる、より好きになってもらえる

ように、本を紹介できるような部屋がほしい。 

・図書館内に個室の部屋をつくってほしい。 

・２、３人で利用できる個室がほしい。 

・静寂室とグループ学習室を広くしてほしい。 

・静かに集中して取り組める勉強ルームがほしい。 

・小学校高学年が静かに集中して勉強できるように専用の部屋を

設置するとともに、低学年用の専用の勉強部屋を設置してほし

い。 

・勉強をしに行く学生が多いと思うので、学習室を増やしてほし

い。 

・学校での勉強のように、読書や学べるスペースがほしい。 

・色々な体験のできる場所がほしい。 
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・子ども達が、木で物を作ったり、絵を描いたりできる体験施設

（ＤＩＹ施設）がほしい。 

・しおりやブックカバーが作れる体験ルームがほしい。（おばあ

さんやおじいさん、子ども、友達、カップルなどでお揃いの物を

作れると、絆が深まると思う。材料が準備されており、作り方を

教えてくれる人がいると良い。） 

・障害者のための部屋があると良いと思う。 

・親が退屈しないように保護者エリアを設置してほしい。 

・不審者に対応できるように、交番を設置してほしい。 

・疲れをとることのできるベッドルームを設置してほしい。 

・動物とふれあうことのできるペットルームを設置してほしい。 

・ラジコンで遊べる専用の場所がほしい。 

・屋上スペースをつくってほしい。 

・カフェや和室のようなのんびりと過ごせる場所がほしい。 

・カフェなどくつろげるスペースがほしい。 

・スターバックスコーヒーなどの若い人達が集まりそうなカフェ

を入れてほしい。 

・コンビニやスーパーなどを入れて、一日の買い物がそこで済ま

せられるようにしてほしい。 

・藤岡市で有名な飲食店と服屋を設置してほしい。 

 

 

 

【広場・外構に関すること】 

・車や自転車専用の駐車場を設置してほしい。 

・駐輪場を設置してほしい。 

・子供の安全のために、駐車場の白線を濃くしてほしい。 

・広場に自動販売機を設置してほしい。 

・広場には、子ども達が遊べる遊具（鉄棒、すべり台、トランポ

リンなど）をたくさん置いてほしい。 

・広場に大きいふわふわドームがほしい。 

・広場には、自由に遊べる場所がほしい。 

・施設の隣には、小学校高学年でも楽しく遊べる広い公園がほし

い。 

・小さい子どもが楽しめる小さい川のようなものをつくってほし

い。 

・広場には、花壇や噴水、休憩のできるベンチを設置してほしい。 
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・広場の真ん中には大きな木を植え、その周りに休憩することの

できるベンチを置いてほしい。 

・広場やテラスには木をたくさん植えてほしい。 

・広場の中心に木を植えてほしい。 

・広場にクローバーを植えてほしい。 

・ドッグランを設置してほしい。（藤岡市民は無料） 

・市外や県外の人が訪れる果物園を設置してほしい。 

・小さくても良いので、スケボーパークをつくってほしい。 

・バスケットコート（コンクリート）の設置。 

・足湯を設置してほしい。 

 

 

 

【施設内の設備などに関すること】 

・Wi-Fi を設置してほしい。 

・トイレやごみ箱の設置。 

・障害のある人が利用しやすいように、全ての上りや下りに、ス

ロープをつけてほしい。 

・施設内の案内図は、看板にすると場所をとるため、床に表示す

ると良いと思う。 

・施設の床に、平仮名表記で案内図を表示してほしい。 

・飲み物の自動販売機だけでなく、お菓子などの食べ物が入って

いる販売機を設置してほしい。 

・子供用の本コーナーは高さを低くしてほしい。 

・本を探しやすいように、棚に本の種類（図鑑、絵本など）を明

記してほしい。 

・図書館は、調べたり、本を探しやすいように教科ごと（国語、

算数、理科など）に分けてほしい。 

・本の情報などが載っている専用のタブレットを目立つ場所に置

いてほしい。 

・藤岡市の歴史について学べる場所がほしい。 

・群馬県内の歴史を知れるスペースを設置し、自分の住んでいる

町に親しみを持てるようにしてほしい。 

・プレイルームにトランポリンがほしい。 

・工作が好きな子どもの指先が器用になるように、プレイルーム

に工作のできる場所がほしい。 
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【運用・イベントなどに関すること】 

・館内放送を設置して、時刻をお知らせしたり、迷子の案内をし

てほしい。 

・3 時間おきに、時刻を知らせる放送をしてほしい。 

・デイサービスのように、子どもと高齢者が楽しく交流ができる

教室などを開催してほしい。 

・外国の文化や言語を知ることのできる外国人とのふれあい教室

を開催してほしい。 

・一般の人が、本を紹介できるイベントがあると、みんなが色々

な本に触れることができ、たくさんの本を読んでくれると思う。 

・図書館にあまり置いてない動物の本を置いてほしい。 

・図書館に重松清さんの本を置いてほしい。 

・野いちごの本をおいてほしい。 

・地図を入れてほしい。 

・カフェのメニューは、アレルギーがある人が楽しく食べられる

ものを作ってほしい。 

・広場の木をイルミネーションで飾ってほしい。 

・夏休み期間中に市民のみんなで交流を深めるため、イベント（流

しそうめん、花火（手持ち）大会）をしたほうが良いと思う。 

・一年に一度、祭りをしてほしい。 

 

市の考え方 【建物に関すること】 

複合施設内の閲覧スペースや学習スペース、その他の部屋の規

模や用途については、いただいたご意見やご要望を参考に、今後

の設計業務の中で検討していきたいと思います。 

 また、カフェやその他店舗の導入については、いただいたご意

見を参考に、引き続き検討していきたいと思います。 

 

 

【広場・外構に関すること】 

 広場や外構については、誰もが思い思いの時間を過ごすことが

でき、憩いや安らぎを感じられる空間づくりを目的として整備を

検討しております。 

 いただいたご意見やご要望を参考に、今後の設計業務の中で引

き続き検討していきたいと思います。 
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【施設内の設備などに関すること】 

 本複合施設は、Wi-Fi環境の整備やユニバーサルデザイン・バ

リアフリーへの配慮など、誰もが利用しやすく、居心地の良さを

感じられる施設を目指して、施設内の設備などを検討しておりま

す。 

いただいたご意見やご要望を参考に、今後の設計業務の中で引

き続き検討していきたいと思います。 

 

 

【運用・イベントなどに関すること】 

いただいたご意見やご要望については、今後の施設運用の参考

にさせていただきます。 

 

 

※意見等については、提出していただいた方の意思を尊重し、できる限り原文の

ままで掲載しています。（NO.5 を除く） 

 

 

 

 


